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研究成果の概要（和文）：プロジェクトを成功裡に導くのに有意な要因として考察したマネジメ
ント要因および品質保証要因を，品質・信頼性評価技術の中に取り込み，品質指向ソフトウェ
アマネジメントを強化する実践的方法を議論することができた．さらに，QCD に関する計画値
と実績値の差異が著しく大きい状況を未然に防止するプロセス監視活動を実施することが, 効
果的にプロジェクトマネジメント活動を推進する上で重要であることも分かった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have discussed the practical method of intensive quality-oriented software management 
by incorporating the management and quality assurance factors which are significant for 
successful software projects into the quality/reliability assessment technologies 
proposed so far.  Further, it is of great importance in promoting the effective project 
management to execute process monitoring activities for preventing the impermissible 
difference between scheduled and actual values in QCD performance measures. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 １，４００，０００ ４２０，０００ １，８２０，０００ 

２０１１年度 １，１００，０００ ３３０，０００ １，４３０，０００ 

２０１２年度 ９００，０００ ２７０，０００ １，１７０，０００ 

年度    

  年度    

総 計 ３，４００，０００ １，０２０，０００ ４，４２０，０００ 

 

 

研究分野：ソフトウェア信頼性工学 

科研費の分科・細目：社会・安全システム科学・社会システム工学・安全システム 

キーワード：品質指向ソフトウェアマネジメント，プロセス／プロダクト品質，プロジェクト

マネジメント技術，品質／信頼性評価，ソフトウェア信頼性，QCD（品質・コスト・納期），多

変量解析法 

 
１．研究開始当初の背景 
 
 品質の高いソフトウェアを開発出来るよ
うにプロジェクトを確実に成功させるため
には，ソフトウェアの QCDに関わる問題を含
む開発プロセスを持続的に改善していくこ
とにより，開発スケジュールを詳細に計画し，

開発プロセスの各局面での成果物をしっか
りと定義し，開発プロセスの状態の是非を判
定できる定量的基準を持つ必要がある．その
ために，本研究代表者および企業の実践的研
究者を含む共同研究グループでは，ソフトウ
ェア品質の持続的向上という課題に取り組
む中で，プロジェクトマネジメント技術を導

機関番号：１５１０１ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２５１０１５０ 

研究課題名（和文）品質指向ソフトウェアマネジメントの実践強化のための品質・信頼性評価

法に関する研究 

研究課題名（英文）A Study on Quality/Reliability Assessment Methods for Quality-Oriented 

Software Management 

研究代表者 

 山田 茂（YAMADA SHIGERU） 

鳥取大学・大学院工学研究科・教授 

 研究者番号：50166708 

 
 



 

 

入して，その効果の評価と検証を行ってきた．
この実践的研究を踏まえて導き出したのが
「品質指向ソフトウェアマネジメント」の考
え方であり，品質を重視したプロジェクトマ
ネジメントを徹底し，その技術の持続的向上
を図っていくことを提唱した．すなわち，開
発プロセスの計測・制御とソフトウェア製品
（成果物）品質の予測・評価をプロジェクト
マネジメントの中で実践しながら， 

○ 製品品質向上のためのマネジメント
技術の獲得 

○ 獲得したマネジメント技術（プロセ
ス品質向上のためのプロセス改善技
術）の定着 

○ プロジェクトの定量的評価に基づく
定着したマネジメント技術の改善 

といったマネジメント技術の獲得・定着・改
善のサイクルを絶えず回して行く必要性が
あることが分かった． 
 
２．研究の目的 
 
 実際のソフトウェア開発現場において，マ
ネジメント技術の向上を図る基本ガイドラ
インに上述した品質指向ソフトウェアマネ
ジメントの考え方が組込まれて，高品質・高
信頼性ソフトウェア製品の生産につながる
ことを切望して，本研究ではこの「品質指向
ソフトウェアマネジメント」を強化する定量
的品質・信頼性評価技術を取り上げる．すな
わち，ソフトウェア品質特性の中でも「当り
前品質特性としての信頼性」を開発プロセス
の中で確実に確保・実現するために，上述し
たこれまでの研究において，プロジェクトを
成功裡に導くのに有意な要因として考察し
たマネジメント要因および品質保証要因を，
実践的な品質・信頼性評価技術の中に取り込
み，品質指向ソフトウェアマネジメントを強
化する実践的品質・信頼性評価法を提案する
ことを本研究の目的とする． 
 一方，インターネットの普及と分散コンピ
ューティング技術の進歩に伴い，従来のウォ
ーターフォール型開発方式に代わり，多くの
開発者が協調して進めるネットワーク環境
での分散ソフトウェア開発が主流になって
いる．社会の基幹的な役割を担うサーバ用途
（Linux OSなど）や組込みシステム（情報家
電，携帯電話など）等の開発では，オープン
ソースプロジェクトと呼ばれる形態がよく
取られ，この開発方式は今後益々多用化され
る傾向にある．このような，開発環境の変化
にもかかわらず，精度が良く現場への適用
性・汎用性の高い定量的な信頼性評価法が確
立されていない．本研究では，上述した新し
いソフトウェア開発環境も考慮した上で，従
来よりも現実的な信頼性要因を考慮して適
用性・汎用性が高く評価精度の良いソフトウ

ェア信頼性モデルと，その評価結果を上述し
たような「品質指向ソフトウェアマネジメン
ト」に有効に適用する方法も議論する． 
  
３．研究の方法 
 
 本研究では上述した新しいソフトウェア
開発環境も考慮した上で，従来よりも現実的
な信頼性要因を考慮して適用性・汎用性が高
く評価精度の良いソフトウェア信頼性モデ
ルと，その評価結果を研究目的において述べ
たような「品質指向ソフトウェアマネジメン
ト」に有効に適用する方法を議論する．新し
いソフトウェア開発環境におけるソフトウ
ェア品質管理では，ソフトウェア障害の原因
となるバグの量や作業工数などの管理デー
タやその分析方法は，基本的には従来のウォ
ーターフォール型開発方式と変わりはない
ものの，収集データを報告・管理するのに，
電子メールやネットニュースなどのコミュ
ニケーションツールを有効利用することが
多い．そこで，このような状況を考慮に入れ
て，まず，ソフトウェア品質・信頼性に影響
を及ぼす開発プロセスの特性要因（マネジメ
ント要因と品質保証要因）を抽出し，これら
の開発上流工程の特性要因と，下流工程にお
けるテスト工程での信頼性要因を関係づけ
て組込み，定量的に品質・信頼性を評価する
ソフトウェア信頼性モデルを新たに構築す
る．さらに，次世代型ソフトウェア開発手法
として，オープンソースプロジェクト方式で
は，「ユーザの使用による不具合報告とバグ
トラッキングシステムへの登録，ソースコー
ドの修正，修正されたオープンソースソフト
ウェアの再公表・再配布」の開発サイクルに
おける品質・信頼性要因を考慮して，ソフト
ウェア信頼性モデルを構築する．以上を踏ま
えて，以下の手順で研究を進める． 
（１）ソフトウェア品質・信頼性に影響を及
ぼすプロセス要因分析 
（２）ソフトウェア信頼性モデリングのため
の数理的アプローチ開発 
（３）次世代型ソフトウェア品質・信頼性評
価技術の提案 
（４）品質指向ソフトウェアマネジメントの
実践強化ためのソフトウェア信頼性モデル
の適用技術開発とそのツール開発 
 
４．研究成果 
 
 実際のソフトウェア開発現場において，マ
ネジメント技術の向上を図る基本ガイドラ
インに，これまでの研究において提唱した品
質指向ソフトウェアマネジメントの考え方
が組込まれて，高品質・高信頼性ソフ 
トウェア製品の生産につながることを切望
して，品質指向ソフトウェアマネジメントを



 

 

実践の中で強化するための定量的品質・信頼
性評価技術について議論した．すなわち，ソ
フトウェア品質特性の中でも「当り前品質特
性としての信頼性」を開発プロセスの中で確
実に確保・実現するために，これまで本研究
代表者の研究においてプロジェクトを成功
裡に導くのに有意な要因として考察したマ
ネジメント要因および品質保証要因を，多変
量解析法によりソフトウェアマネジメント
モデルを導出（図１参照）して実践的な品
質・信頼性評価技術の中に取り込み，品質指
向ソフトエアマネジメントを強化する実践
的品質・信頼性評価法を議論することができ
た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１．ソフトウェアマネジメントモデルの導
出手順 
 
 さらに，実際のソフトウェアプロジェクト
の調査・分析を進めていく中で，ソフトウェ
アプロジェクトにおける開発課題の早期検
出と，その課題に対する対策状況を第三者
（例えば品質保証部門）が監視することによ
り，そのプロジェクトの計画と実績の差異が
著しく大きい状況を未然に防止するプロセ
ス監視(software process monitoring)活動
を実施することが,効果的にプロジェクトマ
ネジメント活動を推進する上で重要である
ことも分かった．特に， 
 ○プロセス監視レビューの計画策定・実
施・状況結果の広報 
 ○課題の重要度とプロジェクトの状況を
可視化するためのプロジェクトの定量的評
価 
の２点を適切に実施することがキーポイン
トとなる． 
 このとき，プロセス監視データをソフトウ

ェアプロジェクトの時間的進捗データとし
て捉え，基本的なソフトウェア信頼性モデル
を適用することにより，プロセス監視による
課題検出数の推移状況を記述して，プロセス
監視終了時の課題摘出数の予測値等を推定
できる定量的ソフトウェアプロジェクト評
価法も提案することができた． 
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